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第53 回大 会〕 家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

2Aa-5　　　　　　 現 代 若 者 の 「生 き る 」 観 に 関 す る 研 究

○ 山 下 美 紀　 平 田 幸 子　 （ノ ー ト ル ダ ム 清 心 女 子 大 学 ）

目的: 社会規範の緩 みがさまざまな場面におい て指摘されるなかで､ 若者たちは誰からも抑 圧されることな

く、自由に浮遊してい る。これが現 代若者の生態の特徴であろ う。しかし、このよ うな状態が彼 らを幸福に

しているとは言い がたら むしろ、欲求 は上昇し続け、何を求めてよいかわからない焦燥 感に煽られ 、あふ

れ る情 報のなかで 生きる目標を 見出せない まま漂流してい る彼 らは､アノミー状態のなかで 昔しむ姿にもみ

える。 本研究では このよ うな現i-若 者の 「生きる」ことに対す る意識を分析す ることに狙い を定めてい る。

とくに「友達 」ｲﾋしてい るとい われ る「家族」とのかかわり方 に着 目し、若 者の「生きる」観 に家 族がどの

よ うな影響 を及ぼ してい るの かを検証して みるこ とにした。

方法: 岡山市内の大学lこ通 学する大学 生を対 象に質問 紙による自 記式集 合蕨 査法による調査を行っ た。配布

数250 票、有 効回収数は248 票(99.2% ）である。調 査票の具体約 内容は、理想 の人 ・指 叶となる人 の存

在の有無、夢・希望 のライフ コースの有無、生き方･ 生活における充実度、家 族への準 拠程度・居場 所の有

無 、死へ の関心程度な どであ る。

絡 果: 調査結 果か ら、現代の若者は 自分の生き方に対して無関心ではない ことがわかった。現時点 におい て

は「オー トマチ ズム」的な生 き方 をしてい るが､決 して生きる意 欲や将来 への希望を失っ てい るのではな く、

む しろ将来 に向かっ てr 積 極酌 』に生きることを強く希望している姿が見出せた。さらに若 叡 ことって家 族

は非常に重 要な存 在で あり、若者 の生き方志 向に家族 が強い影響 を与えてい るこ とも 実証 できた。

2 Aa- 6　　　大学生の性意識と性行動

○宮揮愛＊　草野篤子＊＊

(＊長野市立 皐月高、＊＊信州大)

＜目的＞大学生男女の性関係についての許容度を、①結婚制度との関連、②相手への精神

的関わりめ程度という２つのレベルから考察し、さらに現在の異性交際、性経験の有無か

ら若者の性行動の実態を捉える。また近年、女子の性行動が許容的になったことについて、

性交に対する男女の目的の相違から、住環境を含め、その要因を探る。

＜方法＞長野県下の４年生大学に焦点を絞り、協力が得られた３大学で質問紙による配票

調査を行った。調査期間は1999 年10 月29 日から11 月11 日の２週間。標本数750 、回

収数742( 回収率98.9%) 、有効回答数633( 有効回答率84.4%) 。先行研究を踏まえ九つの命

題を設定し、その命題が妥当であるかを検討する。婚前性行動に対する許容度についての質

問項目は、善攬 哀子氏(1986) の調査尺度を用いた。分析にはSPSS を用いた。

＜結果＞[性差]の命題は、一部の項目で当てはまるが、全体的に見ると有効とは言えず、大

学生男女間の性意識に大きな差は存在していない。｢性交目的｣を｢肉体的･物質的｣充足と、

｢精神的｣充足の二つに分類すると、男女で高い水準の有意差(p ＜0.001) がみられ、男子は

性交に｢肉体的･物質的｣充足を、女子は｢精神的｣充足を意図していることがわかった｡女性

は、性の領域を恋愛や結婚の中に包み込もうとする傾向が強いとされていたが、男女ともに

性 と結婚の結びつきが弱いこと、依然として、女子は性に恋愛を重視することがわかった。
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